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今 ◇2へ3面:北東アジア平和と友好の旅に参加して 

月 ◇4へ5面:国際平和署名提出とインドネシア文化 

の 読 

に触れて その2◇6面:韓国緑色病院創立20周 
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物 

のたたかい-どう支援を続けるか」 
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
5
日
日
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
高
速
道
路
で
3

時
間
、
バ
ン
ド
ン
に
着
い
た
。
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
通
り
と
名
前
が

つ
い
て
い
る
道
路
の
両
側
に
は
、

歴
史
を
語
る
建
物
が
並
ぶ
。
ど
こ

か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
崩
れ
か
か
っ

た
よ
う
な
2
階
建
て
な
ど
に
、
オ

ラ
ン
ダ
に
長
い
間
統
治
さ
れ
て
い

た
そ
の
名
残
を
感
じ
る
。

バ
ン
ド
ン
で
泊
ま
っ
た
ホ
テ

ル
、
グ
ラ
ン
ド
・
サ
ボ
イ
・
ホ
ー

マ
ン
は
、
ネ
ル
ー
や
ス
カ
ル
ノ
が

泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
外

観
は
当
時
と
同
じ
と
い
う
。
1
9

5
5
年
、
こ
の
ホ
テ
ル
に
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
首
脳
が
泊

り
、
バ
ン
ド
ン
会
議
を
成
功
さ
せ

た
の
だ
。

そ
し
て
2
0
0
5
年
、
会
議
5

0
周
年
を
記
念
し
て
ホ
テ
ル
の
前

を
各
国
代
表
が
行
進
し
た
。
ホ
テ

ル
の
ロ
ビ
ー
に
は
バ
ン
ド
ン
会
議

当
時
と
5
0
周
年
記
念
の
行
進
と

の
両
方
の
写
真
が
展
示
し
て
あ
っ

た
。自

分
た
ち
の
意
思
で
平
和
を
築

い
て
い
く
の
だ
と
い
う
各
国
の
指

導
者
た
ち
の
熱
い
決
意
が
そ
こ
に

あ
り
、
今
も
そ
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
私
が
そ
の
延
長
線
上
に

た
っ
て
い
る
こ
と
に
、
何
と
も
言

え
な
い
感
動
が
湧
き
上
が
っ
て
き

て
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

世
界
で
戦
争
の
絶
え
な
い
今
こ

そ
、
徹
底
し
た
話
し
合
い
で
戦
争

を
回
避
す
る
A
S
E
A
N
に
学
べ

と
叫
び
た
い
。
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1
2
月
1
0
日
̃
1
4
日

ま
で
『
近
代
日
本
の
は
じ
ま
り

を
考
え
る
旅
』
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
か
っ
て
植
民
地
下
に
置

か
れ
て
い
た
台
湾
の
歴
史
の

舞
台
を
訪
れ
、
日
本
と
の
関
係

を
考
え
る
こ
と
で
、
「
台
湾
有

事
」
を
考
察
す
る
こ
と
の
一
助

に
な
れ
ば
と
参
加
さ
れ
た
方

も
多
い
よ
ぅ
で
し
た
。
長
野

県
、
和
歌
山
、
愛
知
か
ら
も
参

加
さ
れ
て
総
勢
2
7
名
の
旅

で
し
た
。
企
画
は
日
本
コ
リ
ア

協
会
・
大
阪
、
日
本
中
国
友
好

協
会
大
阪
府
連
合
会
、
大
阪
私

学
退
職
者
の
会
の
合
同
で
何

度
か
の
学
習
会
や
プ
レ
企
画

を
経
て
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
I
日
観
光
旅
行
友
の
会
の

協
力
と
い
う
か
、
縁
の
下
の
力

持
ち
と
し
て
実
施
に
当
た
っ

て
は
学
習
会
、
プ
レ
企
画
の
段

階
か
ら
担
当
の
近
藤
環
さ
ん

に
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を

頂
き
ま
し
た
。
実
際
に
多
く
の

事
を
学
び
、
一
度
で
は
消
化
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
十

分
に
は
伝
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
伝
え
る

事
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
本
に
は
台
湾
か
ら
5
0
万

人
が
訪
れ
、
日
本
か
ら
は
1
0

万
人
が
行
く
と
い
う
の
が
最
近

の
実
状
で
す
。
も
っ
と
多
く
の

日
本
人
が
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を

訪
れ
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
も

や
っ
て
く
る
。
常
に
欧
米
目
線

で
な
く
、
ア
ジ
ア
の
事
を
ア
ジ

ア
の
目
線
で
考
え
る
と
い
う
時

代
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。【

1
0
日
(
台
北
)
】
1
0
時
3

0
分
に
集
合
、
予
定
通
り
関
西

空
港
を
1
2
時
4
5
分
発
の
チ

ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
に
て
台
北

へ
。
1
4
時
5
5
分
に
桃
園
空

港
着
。
バ
ス
で
二
二
八
公
園
へ
。

公
園
の
中
で
2
2
8
事
件
の
記

念
碑
を
観
た
り
記
念
館
の
外
観

見
学
後
、
ホ
テ
ル
へ
。
夕
食
の

時
、
途
中
か
ら
合
流
の
同
室
者

を
紹
介
さ
れ
る
。
初
め
お
互
い

に
不
安
で
あ
っ
た
が
す
ぐ
に
打

ち
解
け
る
。
こ
の
人
は
妻
君
が

上
海
の
人
で
本
人
は
何
度
も
台

湾
に
来
て
お
り
一
通
り
中
国
語

が
話
せ
る
と
い
う
こ
と
で
以
後

の
僕
の
こ
の
旅
行
に
大
い
に
影

響
を
与
え
て
く
れ
る
。
偶
然
と

は
い
え
自
分
に
中
国
語
を
少
し

で
も
学
ぼ
う
と
い
う
気
に
さ
せ

て
く
れ
た
人
で
す
。
早
速
、
夜
、

同
室
者
と
二
人
で
市
内
に
で

る
。
日
曜
日
な
の
で
あ
ま
り
店

は
空
い
て
無
く
、
彼
の
行
こ
う

と
思
っ
て
い
た
店
は
閉
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
近
辺
で
声
を
掛
け

ら
れ
た
店
に
適
当
に
入
る
。

【
1
1
日
(
台
北
)
】
朝
8
時
3

0
分
バ
ス
で
出
発
し

総
統
府

(
入
場
見
学
)

へ
。
自
分
は
入

る
事
な
く
一
人
で
町
中
を
散

歩
、
総
督
府
の
周
り
は
若
い
軍

人
が
多
く
警
備
、
軍
用
車
も
裏

手
に
は
あ
り
、
徴
兵
制
の
あ
る

国
な
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ

る
。
実
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
の
中
に
し
ま
い
込

み
、
バ
ス
の
ト
ラ
ン
ク
を
開
け

て
も
ら
っ
て
取
り
出
す
と
い
う

の
が
面
倒
と
い
う
の
と
、
町
中

を
歩
く
こ
と
も
台
湾
の
人
と
話

す
事
も
無
く
た
だ
学
習
の
場
所

だ
け
を
次
々
に
移
動
す
る
だ
け

の
旅
行
に
は
し
た
く
な
い
と
い

う
個
人
的
な
思
い
と
い
う
か
我

億
で
す
。
昨
夜
夜
市
を
歩
き
、

英
語
、
日
本
語
O
K
と
い
う
看

板
が
あ
っ
て
、
2
0
0
0
元
で

飲
み
放
題
と
い
う
店
に
飛
び
込

み
、
英
語
を
習
い
に
行
っ
て
い

る
と
い
う
娘
や
、
日
本
語
学
校

に
通
う
為
に
こ
こ
で
働
い
て
い

る
日
本
に
行
っ
て
み
た
い
と
い

う
若
い
子
と
、
話
し
た
り
店
に

入
っ
て
く
る
若
い
男
の
子
に
、

「
台
湾
有
事
」

の
事
を
聞
い
て

み
る
の
が
面
白
か
っ
た
。

「
香
港
の
よ
う
に
な
っ
て
欲

し
く
な
い
。
」

「
米
国
と
日
本
が

後
ろ
に
い
る
か
ら
い
い
」
と
い

う
意
見
を
言
う
子
も
い
て
、
そ

の
子
は
徴
兵
で
最
近
ま
で
軍

に
い
た
と
い
う
。
「
米
国
や
日

本
が
台
湾
を
守
っ
て
く
れ
る

と
は
思
え
な
い
」
等
様
々
な
意

見
を
拾
う
。

台
湾
当
局
は
昨
年
末
、
1
8

歳
以
上
の
男
子
に
義
務
付
け

て
い
る
兵
役
の
期
間
を
4
ヶ

月
か
ら
1
年
に
延
長
し
た
。
そ

れ
を
ど
う
思
う
か
と
い
う
の

も
聞
い
て
み
た
が
、
こ
の
旅
行

と
は
な
じ
ま
な
い
の
で
割
愛
。

た
だ
も
っ
と
台
湾
の
事
を
知

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
る
。

1
月
に
は
も
う
一
度
高
雄

へ
、
5
月
に
は
中
国
本
土
の
見

え
る
金
門
島
へ
、
い
っ
て
み
よ

2
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う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昼
ご
は
ん
は
九
例
で
、
こ
こ

は
ま
さ
に
観
光
地
。
「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」

の
舞
台
に
な
っ

た
と
か
、
海
を
一
望
で
き
る
風

光
明
媚
な
と
こ
ろ
、
た
だ
高
齢

者
の
多
い
我
が
団
体
に
は
、
石

段
の
多
い
狭
い
道
、
大
変
に
キ

ツ
イ
も
の
が
あ
り
、
み
な
さ
ん

や
っ
と
の
思
い
で
昼
食
の
場

に
到
着
。
か
っ
て
は
金
鉱
で
栄

え
た
街
だ
と
感
じ
さ
せ
る
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
る
。

午
後
、
か
っ
て
の
金
鉱
の
街

金
瓜
石
へ
。
国
際
終
戦
和
平
園

区
(
日
本
軍
戦
争
捕
虜
キ
ャ
ン

プ
跡
)
な
ど
を
見
学
。
こ
こ
も

ま
た
山
な
の
で
大
い
に
歩
く
。

バ
ス
で
、
輔
里
へ
移
動
、
山
の

中
の
街
な
の
で
夜
は
出
歩
か

ず
。【

1
2
日

(
台
中
)
】
霧
社
へ
。

霧
社
事
件
関
連
視
察
(
現
地
の

の
花
が
咲
き
誇
る
、
そ
ん
な
陽

気
で
し
た
。
当
日
は
3
1
度
。

夕
食
後
、
前
夜
と
同
じ
く
、
六

号
夜
市
を
歩
き
、
台
湾
マ
ッ
サ

ー
ジ
へ
。

方
の
解
説
で
)
。

霧
社
事
件
の
舞
台
と
な
っ

た
霧
社
公
学
校
、
モ
ー
ナ
・
ル

ダ
オ
の
像
、
墓
、
抗
日
記
念
碑
。

そ
の
後
台
中
駅
か
ら
高
鉄

の
新
幹
線
で
高
雄
へ
。
新
幹
線

の
中
は
車
内
自
販
機
も
あ
り

日
本
の
新
幹
線
と
変
わ
ら
ず
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
木
や
バ
ナ

ナ
、
マ
ン
ゴ
ー
の
木
が
植
え
ら

れ
た
車
窓
の
景
色
を
楽
し
む
。

高
雄
の
夜
は
同
室
者
と
六

号
夜
市
と
台
湾
オ
イ
ル
マ
ッ

サ
ー
ジ
へ
。

【
1
3
日
】

西
郷
軍
の
上
陸

地
、
討
藩
本
営
地
跡
、
琉
球
藩

民
五
十
四
名
の
墓
、
石
門
古
戦

場
跡
、
牡
丹
社
事
件
記
念
公
園

へ
。

桜
が
咲
き
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ

ウ
が
飛
び
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア

【
1
4
日
】
烏
山
頭

八
田
輿

一
記
念
館
・
烏
山
頭
ダ
ム
。

同
じ
く
温
か
い
気
候
美
し
い

ダ
ム
。

昼
食
後
、
高
雄
国
際
空
港

へ
。
1
9
時
0
5
分
に
関
西
空

港
に
到
着
。

腸
閉
串
間
∴

1
8
7
1
年
に
起
き
た
琉
球

民
遭
難
殺
害
事
件
を
理
由
に
2

年
後
1
8
7
4
年
、
清
国
領
台

湾
に
出
兵
。
日
本
最
初
の
海
外

派
兵
、
清
国
か
ら
賠
償
金
5
〇

万
両
(
約
6
7
万
円
)
出
さ
せ

た
事
件
。
最
初
の
海
外
侵
略
。

こ
の
事
件
は
、
次
の
霧
社
事

件
と
は
多
い
に
異
な
り
言
葉
が

通
じ
な
い
が
故
に
、
原
住
民
が

遭
難
し
て
た
ど
り
着
い
た
宮
古

島
の
人
達
5
4
人
を
侵
略
者
と

間
違
え
て
殺
害
し
て
し
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
。
不
幸
な
事
件
と

い
え
る
。
時
を
へ
て
牡
丹
社
の

人
と
宮
古
島
の
人
は
和
解
し
て

い
る
。
た
だ
当
事
者
が
琉
球
民

(
当
時
は
日
本
で
な
く
琉
球

国
)
、
ク
ス
ク
ス
社
、
牡
丹

社
、
客
家
人
、
明
治
政
府
、
清

帝
国
と
7
つ
も
あ
り
国
籍
も
文

化
も
歴
史
も
全
て
異
な
る
。
そ

れ
故
の
複
雑
さ
が
伴
う
。

こ
の
事
件
を
利
用
し
時
の
日

本
は
琉
球
を
日
本
国
に
組
入

れ
、
台
湾
を
侵
略
、
さ
ら
に
中

国
へ
の
侵
略
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
る
。

『
牡
丹
社
事
件

マ
ブ
イ
の

行
方

日
本
と
台
湾
、
そ
れ
ぞ

れ
の
和
解
』

(
平
野
久
美
子
著

2
0
1
9
年
)
。
こ
の
本
を
読

ん
で
い
な
か
っ
た
ら
こ
こ
を
見

学
し
た
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
と
思
う
。

臨
門
閥

1
9
3
〇
年
1
〇
月
2
7

日
。
日
本
植
民
地
支
配
下
の
台

湾
で
開
発
の
手
が
内
陸
高
地
に

及
び
生
活
を
圧
迫
さ
れ
た
原
住

民
が
反
発
し
て
約
3
〇
〇
人
が

蜂
起
し
日
本
人
1
3
4
人
を
殺

害
し
た
事
件
。
こ
れ
に
対
し
日

本
軍
は
(
台
湾
総
督
府
)
は
苛

烈
な
鎮
圧
・
報
復
戦
を
行
う
。

「
抗
日
6
部
落
の
犠
牲
者
は
、

4
〇
日
余
り
の
戦
闘
で
6
4
4

人
が
死
亡
、
1
9
3
1
年
に
、

日
本
側
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
同

じ
セ
イ
ダ
ッ
カ
の
タ
ウ
ツ
ア
鞘

に
襲
撃
さ
れ
て
、
2
箇
所
の
収

容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
生
き

残
り
5
1
4
人
中
2
1
6
人
が

死
亡
、
こ
の
内
、
賊
首
さ
れ
た

者
1
0
1
名
、
さ
ら
に
残
っ
た

2
9
9
人
の
う
ち
2
8
2
人
が

川
中
島
に
強
制
移
住
、
内
2
3

人
が
抗
日
の
疑
い
で
逮
捕
監
禁

さ
れ
全
員
死
亡
。
最
終
的
に
「

年
後
に
人
口
1
2
3
6
人
で
あ

っ
た
セ
イ
ダ
ッ
カ
の
生
存
者
は

二
割
に
も
満
た
な
い
2
1
〇
人

と
な
る
。
霧
社
群
は
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
た
。

(

『
抗
日
事
件
を
め
ぐ
る

人
々
』

日
本
機
関
紙
出
版
セ
ン

タ
ー
の
下
村
作
次
郎
さ
ん
の
解

説
よ
り
)
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ラ

ン

バ

ナ

ン

寺

院

遺

跡

群

寺

院

遺

跡

群

寺

院

遺

跡

群

寺

院

遺

跡

群

（

11

月

27

日

）

こ

の

プ

ラ

ン

バ

ナ

ン

寺

院

は

９

世

紀

に

建

て

ら

れ

た

ヒ

ン

ズ

ー

教

の

寺

院

群

で

、

翌

日

に

訪

れ

た

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

寺

院

遺

跡

と

と

も

に

ジ

ャ

ワ

建

築

の

最

高

作

の

１

つ

と

さ

れ

、

１

９

９

１

年

に

ユ

ネ

ス

コ

の

世

界

遺

産

に

登

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

訪

れ

た

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

の

よ

う

に

重

厚

な

石

造

り

建

築

物

で

す

が

、

石

質

が

違

う

の

か

、

プ

ラ

ン

バ

ナ

ン

の

方

が

彫

刻

の

彫

り

は

深

く

劣

化

の

度

合

い

も

少

な

い

よ

う

に

感

じ

ま

し

た

。

２

０

０

６

年

の

地

震

で

こ

れ

ら

石

造

遺

跡

群

が

大

き

な

被

害

を

受

け

た

と

の

こ

と

で

す

。

ま

だ

十

分

な

復

旧

は

さ

れ

て

お

ら

ず

、

再

建

さ

れ

た

主

な

塔

以

外

は

崩

れ

た

ま

ま

の

状

態

で

し

た

。

本

来

の

形

で

残

っ

て

い

れ

ば

、

さ

ぞ

壮

大

な

眺

め

だ

ろ

う

な

と

思

い

ま

し

た

。

ア

ン

コ

ー

ル

ワ

ッ

ト

は

、

約

２

０

０

年

後

に

こ

の

プ

ラ

ン

バ

ナ

ン

を

元

に

し

て

作

ら

れ

た

と

ガ

イ

ド

さ

ん

の

説

明

も

あ

り

ま

し

た

。

ど

お

り

で

両

方

の

遺

跡

は

似

て

い

る

は

ず

で

す

。

遺

跡

を

汗

を

か

き

な

が

ら

歩

い

て

見

学

し

た

後

は

、

６

人

乗

り

の

電

気

自

動

車

に

分

乗

し

て

場

内

を

巡

り

ま

し

た

。

こ

れ

が

、

結

構

ス

ピ

ー

デ

ィ

に

走

る

の

で

、

遺

跡

群

の

景

色

の

移

り

変

わ

り

が

早

く

、

動

画

を

見

る

よ

う

な

楽

し

い

遺

跡

め

ぐ

り

と

な

り

ま

し

た

。

ソ

ノ

ブ

ヨ

ド

ソ

ノ

ブ

ヨ

ド

ソ

ノ

ブ

ヨ

ド

ソ

ノ

ブ

ヨ

ド

博

物

館

博

物

館

博

物

館

博

物

館

（

11

月

28

日

午

前

）

ソ

ノ

ブ

ヨ

ド

博

物

館

は

、

ジ

ャ

ワ

の

文

化

・

民

俗

芸

能

の

博

物

館

で

す

。

ワ

ヤ

ン

ク

リ

と

い

う

影

絵

芝

居

人

形

の

精

緻

さ

に

感

心

し

、

バ

テ

ィ

ッ

ク

と

い

わ

れ

る

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

ろ

う

け

つ

染

め

の

た

め

の

絵

付

け

を

見

た

り

し

て

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

伝

統

文

化

に

触

れ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

午

後

か

ら

は

、

か

つ

て

王

国

だ

っ

た

時

代

の

宮

殿

ク

ラ

ト

ン

を

見

学

し

ま

し

た

。

入

り

口

に

は

、

学

生

ら

し

き

青

色

の

ジ

ャ

ー

ジ

服

の

集

団

が

見

学

に

来

て

い

ま

し

た

。

女

子

は

み

な

ヒ

ジ

ャ

ブ

を

し

て

お

り

、

イ

ス

ラ

ム

教

徒

が

９

割

の

国

で

あ

る

こ

と

を

実

感

し

ま

し

た

。

顔

立

ち

も

ア

ジ

ア

と

い

う

よ

り

中

東

系

に

近

い

の

か

な

と

感

じ

ま

し

た

。

子

ど

も

た

ち

の

目

が

明

る

く

、

生

き

生

き

し

て

い

た

の

が

印

象

的

で

し

た

。

王

宮

は

、

ジ

ャ

ワ

の

伝

統

建

築

様

式

の

建

物

で

、

調

度

品

や

太

鼓

や

銅

鑼

な

ど

が

並

べ

ら

れ

て

お

り

、

広

間

で

金

属

打

楽

器

の

ガ

ム

ラ

ン

演

奏

も

し

て

い

ま

し

た

。

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

寺

院

遺

跡

群

寺

院

遺

跡

群

寺

院

遺

跡

群

寺

院

遺

跡

群

（

11

月

28

日

午

後

）

午

後

は

、

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

寺

院

遺

跡

群

見

学

で

す

。

遺

跡

す

ぐ

近

く

の

レ

ス

ト

ラ

ン

で

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

料

理

の

昼

食

を

食

べ

て

い

る

と

き

に

か

な

り

の

ス

コ

ー

ル

と

な

り

、

瞬

く

間

に

あ

た

り

一

面

は

水

浸

し

の

状

態

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

本

日

の

目

玉

と

も

い

う

べ

き

遺

跡

見

学

で

あ

る

の

に

悪

天

候

の

た

め

に

中

止

か

と

心

配

し

た

の

で

す

が

、

雨

も

小

降

り

に

な

っ

て

、

足

元

が

大

丈

夫

な

人

は

遺

跡

上

部

ま

で

登

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

に

な

り

、

ほ

っ

と

し

ま

し

た

。

ボ

ロ

ブ

ド

ゥ

ー

ル

遺

跡

は

８

～

９

世

紀

に

建

造

さ

れ

た

と

い

わ

れ

、

プ

ラ

ン

バ

ナ

ン

と

同

じ

よ

う

に

世

界

遺

産

で

す

。

９

層

に

積

み

上

げ

ら

れ

、

最

上

部

に

は

巨

大

な

ス

ト

ゥ

ー

パ

が

あ

り

ま

す

。

下

か

ら

見

る

と

遺

跡

全

体

は

山

の

よ

う

に

巨

大

な

感

じ

が

し

ま

し

た

。

小

降

り

に

な

っ

た

雨

の

中

を

、

最

上

部

ま

で

上

り

詰

め

て

見

た

光

景

は

、

緑

豊

か

な

大

自

然

の

中

に

あ

る

遺

跡

の

壮

大

さ

が

感

じ

ら

れ

て

圧

巻

で

し

た

。

南

南

協

力

南

南

協

力

南

南

協

力

南

南

協

力

の

た

め

の

の

た

め

の

の

た

め

の

の

た

め

の

非

同

盟

非

同

盟

非

同

盟

非

同

盟

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

（

Ｎ

Ａ

Ｍ

）

（

Ｎ

Ａ

Ｍ

）

（

Ｎ

Ａ

Ｍ

）

（

Ｎ

Ａ

Ｍ

）

（

11

月

29

日

）

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

事

務

局

で

の

署

名

渡

し

と

意

見

交

換

の

後

、

バ

ス

で

移

動

し

て

南

南

協

力

の

た

め

の

非

同

盟

セ

ン

タ

ー

の

事

務

所

に

行

き

ま

し

た

。

双

方

が

自

己

紹

介

を

す

る

な

ど

し

て

か

ら

Ｎ

Ａ

Ｍ

の

活

動

の

概

要

な

ど

を

説

明

し

て

も

ら

い

、

そ

の

後

質

問

や

感

想

な

ど

を

出

し

合

っ

て

お

互

い

の

理

解

を

深

め

ま

し

た

。

こ

の

「

南

南

協

力

」

は

、

１

９

５

５

年

の

第

１

回

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

会

議

（

バ

ン

ド

ン

会

議

）

の

原

則

に

基

づ

い

て

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

１

９

９

５

年

か

ら

Ｎ

Ａ

Ｍ

Ｃ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｃ

と

し

て

活

動

し

、

農

漁

業

な

ど

の

分

野

で

の

人

材

育

成

や

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る

と

の

こ

と

で

す

。

し

か

し

、

資

金

を

出

し

て

い

る

の

は

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

だ

け

で

予

算

的

に

は

赤

字

で

あ

り

、

６

人

の

ス

タ

ッ

フ

だ

け

で

の

活

動

は

大

変

で

あ

る

と

の

悩

め

る

状

態

も

垣

間

見

え

ま

し

た

。

先

進

国

が

発

展

途

上

国

を

支

援

す

る

こ

と

に

は

ど

う

し

て

も

見

返

り

が

伴

う

で

し

ょ

う

が

、

途

上

国

ど

う

し

が

協

力

し

合

っ

て

発

展

を

め

ざ

し

て

い

く

精

神

は

重

要

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

新

年

号

で

は

、

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

事

務

局

で

の

署

名

渡

し

と

意

見

交

換

、

そ

し

て

私

が

感

動

し

た

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

文

化

の

包

容

力

な

ど

を

中

心

に

報

告

さ

せ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

今

回

は

観

光

を

中

心

に

し

た

旅

行

記

で

す

。

４４４４

バ

ン

ド

ン

バ

ン

ド

ン

バ

ン

ド

ン

バ

ン

ド

ン

会

議

会

議

会

議

会

議

のののの

地地地地

へへへへ

（

11

月

30

日

）

歴

史

的

な

バ

ン

ド

ン

会

議

が

行

わ

れ

た

バ

ン

ド

ン

は

、

ジ

ャ

カ

ル

タ

か

ら

バ

ス

で

３

時

間

ほ

ど

内

陸

へ

行

っ

た

と

こ

ろ

の

都

市

で

す

。

バ

ン

ド

ン

は

歴

史

を

感

じ

さ

せ

る

町

で

す

。

ホ

テ

ル

に

着

い

て

か

ら

、

二

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

、

歩

い

て

バ

ン

ド

ン

駅

ま

で

散

策

し

ま

し

た

。

仕

事

が

あ

る

の

か

ど

う

か

わ

か

ら

な

い

多

く

の

若

者

が

歩

道

に

座

り

こ

ん

だ

り

、

止

め

た

バ

イ

ク

に

ま

た

が

っ

た

り

し

て

ス

マ

ホ

を

い

じ

っ

て

い

ま

す

。

道

の

両

側

は

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

店

が

並

び

、

人

々

の

生

活

感

が

漂

い

活

気

に

あ

ふ

れ

て

い

ま

す

。

プ

ン

プ

ン

と

臭

い

ま

く

る

魚

や

食

料

品

が

所

狭

し

と

吊

り

下

げ

て

あ

る

店

や

、

溢

れ

ん

ば

か

り

の

果

物

を

並

べ

て

い

る

店

が

あ

っ

た

り

し

て

、

実

に

刺

激

的

で

楽

し

い

散

策

で

し

た

。

昼

食

後

は

、

バ

ン

ド

ン

会

議

博

物

館

へ

行

き

、

植

民

地

主

義

を

排

し

、

非

同

盟

・

平

和

の

発

展

を

誓

い

合

っ

た

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

会

議

が

行

わ

れ

た

資

料

や

写

真

を

見

て

、

こ

の

地

で

歴

史

的

な

会

議

が

行

わ

れ

た

こ

と

に

思

い

を

は

せ

ま

し

た

。

会

議

の

意

義

を

大

き

く

扱

っ

た

当

時

の

日

本

の

新

聞

も

展

示

し

て

あ

り

ま

し

た

。

独

立

宣

言

起

草

博

物

館

独

立

宣

言

起

草

博

物

館

独

立

宣

言

起

草

博

物

館

独

立

宣

言

起

草

博

物

館

（

12

月

1

日

）

当

初

は

独

立

記

念

塔

の

博

物

館

と

東

南

ア

ジ

ア

最

大

の

モ

ス

ク

に

行

く

予

定

だ

っ

た

の

で

す

が

当

日

に

な

っ

て

、

大

規

模

な

デ

モ

集

会

が

催

さ

れ

る

の

で

、

交

通

規

制

な

ど

に

よ

っ

て

見

学

が

中

止

と

な

り

ま

し

た

。

そ

し

て

、

急

遽

行

く

こ

と

に

な

っ

た

の

が

独

立

宣

言

起

草

博

物

館

で

す

。

こ

の

博

物

館

は

前

田

精

（

た

だ

し

）

と

い

う

海

軍

少

将

の

公

邸

で

あ

っ

た

と

こ

ろ

で

す

が

、

終

戦

翌

日

の

１

９

４

５

年

８

月

16

日

、

彼

は

ス

カ

ル

ノ

と

ハ

ッ

タ

(

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

独

立

運

動

の

リ

ー

ダ

ー

的

存

在

、

の

ち

に

副

大

統

領

と

な

る

)

ら

を

自

ら

の

海

軍

武

官

府

公

邸

に

招

き

入

れ

、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

独

立

宣

言

の

打

ち

合

わ

せ

を

し

た

（

独

立

宣

言

の

起

草

の

場

を

提

供

し

た

）

と

の

こ

と

で

す

。

１

９

７

６

年

前

田

精

は

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

独

立

に

貢

献

し

た

と

し

て

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

政

府

か

ら

「

建

国

栄

誉

賞

」

を

授

与

さ

れ

て

い

ま

す

。

侵

略

し

て

い

た

帝

国

海

軍

の

軍

人

が

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

独

立

に

大

き

な

貢

献

を

し

た

こ

と

は

、

私

は

そ

れ

ま

で

知

り

ま

せ

ん

で

し

た

し

、

少

し

驚

き

で

し

た

。

そ

の

後

訪

れ

た

モ

ス

ク

は

、

そ

ん

な

に

大

き

な

と

こ

ろ

で

は

な

く

、

モ

ス

ク

特

有

の

塔

も

な

い

地

味

な

感

じ

の

建

物

で

し

た

。

中

東

で

は

一

般

の

モ

ス

ク

の

中

に

（

異

教

徒

は

）

な

か

な

か

入

れ

な

い

そ

う

で

す

が

、

こ

の

モ

ス

ク

の

担

当

者

は

、

旅

行

者

で

あ

る

私

た

ち

を

案

内

し

て

、

い

ろ

い

ろ

解

説

も

し

て

く

れ

ま

し

た

。

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

な

ら

で

は

の

寛

容

さ

と

多

様

性

を

宗

教

面

で

も

感

じ

ま

し

た

。

ボロブドゥール寺院遺跡上部にて

最

後

最

後

最

後

最

後

にににに

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

か

ら

帰

国

し

て

２

日

後

、

私

た

ち

が

訪

れ

た

ジ

ョ

グ

ジ

ャ

カ

ル

タ

す

ぐ

近

く

の

火

山

が

大

噴

火

し

た

と

の

ニ

ュ

ー

ス

が

流

れ

ま

し

た

。

も

し

、

滞

在

中

で

あ

っ

た

ら

旅

行

に

大

き

な

影

響

が

あ

っ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

ほ

っ

と

胸

を

な

で

お

ろ

し

ま

し

た

。

５５５５

ＮＡＭ活動の説明を受ける

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ ２０２４年２月 1日 Ｎｏ．６１２ 世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ ２０２４年２月 1日 Ｎｏ．６１２

その ２
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韓
国
緑
色
病
院
創
立
2
0
周

記
念
祝
賀
会
に
参
別
し
て

2
0
2
3
年
9
月
2
2
日

(
金
)

̃
2
4
日

(
日
)

茨
木
診
療
所
所
長

安
達
克
郎
(
大
阪
A
A
」
A
代
表
委
員
)

喜
毎
年
秋
の
、
韓
国
ツ
ア
ー

2
0
0
8
年
3
月
に
全
日
本

民
医
道
平
和
学
校
の
韓
国
ツ
ア

ー
で
私
は
初
め
て
韓
国
を
訪
問

し
緑
色
病
院
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
こ
の
時
通

訳
し
て
く
れ
た
フ
ア
ン
チ
ヤ
へ

さ
ん
案
内
で
大
阪
民
医
連
有
志

の
韓
国
ツ
ア
ー
が
毎
年
秋
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
ツ
ア
ー
は
、
韓
国
と
の
交
流
に

関
心
を
持
つ
大
阪
民
医
連
の
職

員
が
韓
国
を
訪
問
し
、
医
療
や
平

和
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
た
ち
と

草
の
根
の
交
流
を
す
る
と
い
う

企
画
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
2
0
1
9
年
1
1
月
を
最
後

に
訪
問
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

○
緑
色
病
院
か
ら
招
待
を
受
け
て

韓
国
緑
色
病
院
か
ら
「
創
立
2

0
周
年
記
念
行
事
に
招
待
す
る

の
で
ぜ
ひ
出
席
を
」
と
い
う
連
絡

が
き
ま
し
た
。
西
淀
病
院
は
2
0

1
7
年
に
緑
色
病
院
と
姉
妹
病

院
提
携
を
し
て
い
る
の
で
、
西
淀

病
院
の
福
島
院
長
、
小
玉
看
護

師
長
、
山
岡
事
務
長
、
長
瀬
淀

協
副
理
事
長
、
そ
し
て
私
、
大

阪
か
ら
5
人
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
福

島
院
長
は
前
日
に
発
熱
し
て
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

獲
韓
国
で
の
交
流

1
日
日
は
日
本
か
ら
の
参
加

者

(
大
阪
西
淀
病
院
以
外
に
、

姉
妹
病
院
提
携
し
て
い
る
京
都

民
連
中
央
病
院
と
福
岡
民
医
連

千
鳥
橋
病
院
、
そ
し
て
全
日
本

民
医
連
)

と
緑
色
病
院
関
係
者

と
の
夕
食
交
流
会
で
し
た
。
医

師
・
看
護
師
・
事
務
と
職
種
ご
と日本国憲法前文の額縁を贈呈

ともに平和をめざしましょう

に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
い
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
交
流
が
で
き
ま
し

た
。2

日
日
は
午
前
中
が
2
0
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
イ

ム
・
サ
ン
ヒ
ョ
ク
緑
色
病
院
院

長
、
増
田
剛
全
日
本
民
医
道
会

長
の
講
演
の
あ
と
、
4
人
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
表
が
あ
り
、

緑
色
病
院
の
果
し
て
き
た
歴
史

と
役
割
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
西
淀
病
院
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

が
始
ま
っ
た
2
0
2
0
年
初
頭

に
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
な
ど
の
支

援
を
い
た
だ
き
大
い
に
助
か
っ

た
こ
と
へ
の
感
謝
状
、
そ
し
て

と
も
に
平
和
を
願
う
思
い
を
込

め
て
日
本
国
憲
法
前
文
の
額
縁

を
送
り
ま
し
た
。

午
後
が
記
念
祝
賀
会
で
、
2

0
年
間
の
歴
史
の
映
像
紹
介
、

各
関
係
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
の
歴
史
が
作
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
理
解
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
発
展
の
希
望
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
功
労

の
あ
っ
た
人
に
感
謝
牌
が
贈
ら

れ
私
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

夜
が
夕
食
交
流
会
。
無
事
に
祝

賀
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
少
々
酔
っ
払
い
気
味
。
夕

食
会
後
半
は
歌
合
戦
模
様
と
な

り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

3
日
日
は
フ
リ
ー
。
東
大
門
、

チ
ョ
ン
テ
イ
ル
銅
像
を
巡
っ
た

後
は
、
中
部
市
場

明
洞
市
場

広
蔵
市
場
で
お
土
産
の
買
い
物

を
た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
緑
色
病
院
を
含

め
、
韓
国
の
医
療
・
介
護
・
社

会
福
祉
に
つ
い
て
、
平
和
に
つ

い
て
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
、

民
間
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

る
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
労
働
活
動
家
が
断

食
闘
争
を
終
え
て
訪
ね
て
行
く

病
院
が
緑
色
病
院
で
す
。
私
た

ち
が
訪
問
し
た
時
、
断
食
闘
争

を
終
え
た
共
に
民
主
党
の
元
大

統
領
候
補
イ
・
ジ
工
ミ
ョ
ン
氏

が
入
院
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

感謝牌の贈呈を受ける

緑
色
病
院
と
は

緑
色
病
院
は
、
労
災
職
業
病

闘
争
と
民
主
化
闘
争
を
経
た
労

働
者
と
医
師
が
中
心
に
な
り
、

2
○
○
3
年
に
ソ
ウ
ル
市
郊
外

に
設
立
さ
れ
た
病
院
で
す
。
現

在
は
一
般
患
者
を
診
療
す
る
総

合
病
院
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
職
業
病

患
者
の
た
め
の
診
療
と
研
究
・

治
療
も
行
っ
て
い
る
病
院
で

す
。
地
域
の
人
び
と
や
労
働
者

の
医
療
を
通
じ
て
、
人
権
を
守

記念祝賀会の最後に全員で記念撮影 横膜には「健康主治医緑色病院お祝いします」など

6
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「ミャンマーのたたかい-どう支援を続けるか

最近の状況と急がれる避難民支援」

\原田 正美

(大阪大学外国語学部ビルマ語非常勤講師)

「ミャンマー史上最悪の軍による弾圧と暴政」と題し

て2022年9月11日に報告して以来一年以上が経過し

た。現在(2021年2月のクーデターからは2年10カ

月近く経過)も同様に過酷な状況は続いている。大き

な違いとして、2023年10月27日に少数民族武装組織

3兄弟連盟であるミャンマー民族民主同盟(MNDAA)

とタアン民族解放軍(TNIA)、アラカン軍(A心が、

「1027作戦」として一斉蜂起、その結果クーデター後

はじめて、軍の劣勢が取りざたされている点、またそ

の直後に民主派政府NUG (国民統一政府、 2021年4

月16日設立)の外務大臣ジンマーアウン氏が初来日し

たことがある。 (写真: 1027作戦で軍の拠点から押収

した武器[Irrawaddy lO月31日])

前回からこれまでの変化

として、

1) NLD (国民民主連盟)を

含む40政党の政党登録が抹消

された。党員の殺害、拘束、事務所の破壊など数々の

蛮行に直面してきたNLDは1月26日に一方的に制定

された新政党登録法規定の登録申請をせず、 「非合法の

軍評議会の手下である選挙管理委員会が解党、承認す

る権利は一切ない」とし「NLDは国民が存続する限り

党も存続する」と3月29目に声明を出した。

(写真:破壊されたNLD事務所の

一つ[ERASEYE4月9日])。また

78歳のアウンサンスーチー氏は6

年恩赦の後27年の刑が確定した

(20231811)

2)非常事態宣言の延長が計4回に。

憲法の規定では有効期限は1年で、 6か月を2回しか

延長できない。にも拘わらず、 2023年の2月と8月の

2回、情勢の悪化を理由に延期を追加、現在は2024年

に国勢調査、 2025年に選挙、それも一方的に比例代表

制に制度変更した形で行おうとしている。

3)国際的に承認を得ていない軍政は、原子炉開発

を含めロシアと数々協定を結び、中国も自国の利益保

7

持の為に軍とも関係を維持、日本からは隠密外交的な

個別の訪問がある。

4)軍対「NUG,非暴力CDM(市民的不服

従)十PDF(国民防衛隊)による武装闘争」に、 EAO民

族武装組織がどのように連携するかが鍵という大枠

の図式は変わらない。クーデター直後から始まった

CDMは2023年4月の時点でも30万人余り、 10月

の時点で教員13万人が、又NUGによれば12月現

在でも8割の大学生がCDMを続けているという。ま

た、 NUGは日本を含む世界8カ国に代表事務所を開

設、 6月には人権省副大臣にロヒンギャ出自のアウン

チョーモー氏を任命、 7月に東チモールがNUGを政

府として承認、国連も12月にNUG側の代表チョー

モートウン氏を代表として追認。さらに、 2021年の

9月7日に自衛のための武装蜂起に入ったPDFは、

今年2周年のスピーチにおいて、軍の総勢力の12%

(約3万人)の兵士を撃破し、脱走兵数千人が投獄、

兵士3200人余り、警察官1万人計13000人以上が

CDMに加わったとし、軍の兵力は衰退し元軍人、兵

士の妻、 Non-CDMなど動員せざるを得ず、士気も低

下。軍陣鞄の占領は28カ所から107カ所へと3倍に

増加、 PDF師団は293でさらに60増える予定、 330

ある郡区の内250以上でPDFを編成、 5州で22の

民族防衛隊が結成等、成果を上げているとした。

そうした抗戦に対し陸上戦で応戦できない軍は、 4

月11日、 174人(現地情報)が死亡したとされるザ

ガイン管区バジジ村の空爆、 10月9日のカチン州の

避難民キャンプでの無誘導爆弾による29名の死亡な

ど、数多くの空爆、村の焼き討ちなどによる無差別殺

薮を行っている。 10月末までに焼失した民家の数は

全土で76923棟に上り(DataforMyanmar)、 11月

24日までに4200人の民間人が殺害され、 25450人

が逮捕、 19721人が拘束中で、死刑判決は欠席裁判も

含め163人に上る。10月時点でミャンマー全土で200

万人以上が避難し、全人口の3分の2にあたる1760

万人以上が何らかの人道支援を必要としている

(OCHA)。

5)そのような中、中国と国境を接するミャンマー北

東部シャン州で、 「軍事政権の打倒と親軍派によるネ

ット犯罪組織を一掃するため」として「1027作戦」

が起こった。ミャンマー国軍への大規模攻撃が開始さ

れ、 11月にミンスェ大統領代行自らが「ミャンマー

は国家崩壊の危機に直面している」と述べ、 300カ所

(8ページに続く)
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臆
常
任
理
事
会
日
程

(
大
阪
A
A
」
A
事
務
所
)

第
7
回
常
任
理
事
会

2
月
1
4
目

(
水
)

1
4
時

第
8
回
常
任
理
事
会

3
月
1
3
日

(
水
)

1
4
時
(
予
定
)

2月「重電で1出発を簾密会l

日時/2月27日(火) 2:○○-

場所/AAしA事務所」叶s脳卜し!

lテキストKD 十 m rea11yserious皿s

time!’ : ha>e Hayao Miyazaki and

Studio Ghibli made their final

masterpiece? ②lntematbnal

Scholars, Joumalists, Peace

Ad>OCateS, and Artists, Demand

End to Constructien of the New

Marine Base in Okinewa.

音①1月に読み切れなかった宮崎駿監督

アニメ映画について②世界の文化人に
よる辺野古新基地建設反対の声明で
す。奮ってご参加ください。ご連絡下
さればテキストお送りします。
Piehan5@hotmail.com (安井)

万
博
中
止
こ
そ
能
登
地
震
へ
の
支
援

十
九
人
過
去
最
高
の
家
族
会

大
阪
市
旭
区

近
藤

正

イ
ス
ラ
エ
ル
交
渉
役
は
兵
士
た
ち

ウ
ク
ラ
イ
ナ
小
麦
畑
は
地
雷
原

火
星
人
地
球
を
見
れ
ば
い
つ
も
燃
え

四
条
畷
市

西
川
ひ
ろ
し

文
化
欄

)

柳

年
男
妻
と
歩
ん
だ
ダ
イ
ヤ
婚

(7ページ「ミャンマーのたたかい」続き)

以上の国軍拠点を占拠した(112月6日朝日)。国軍

が追い込まれている要因として、脱走兵の増加、兵

力が15万人までに減少の可能性、国軍支配の打倒を

最大の目標に掲げた組織間の調整が奏功という見方

があり、他方個々の勢力が別の目標で動いている、

中国の当初から介在なども報じられている。

(地図:赤、オレンジ、ピンクの順に激しさを表す

戦闘地域、緑はほぼ戦闘がない地域、 [Irrawaddy12

月5日])。

2023年11月下旬に来日した

NUGジンマーアウン外相は、少

数民族と信頼関係醸成の成果を

強調、日本は軍政経由でなくN

日G経由で人道支援をと訴えた。

(同時期に来日した元米国陸軍

中佐のミーミーウインバッド教

授もD(軍からの離脱),I(国際的な

圧力)、 P (国民の支持、協力)

があれば革命は勝利すると「春

の革命」を鼓舞して来た。氏は「年単位を待つ必要

はない」と軍の崩壊を予想。ただ、日本での論調は、

軍が手放すまで追いつめられる可能性は低く、民主

派と少数民族の連携には限界がある等の見方も根強

い。 (写真:NUG外相ジンマーアウン氏記者会見[日

経11月24日])

6)この作戦の継続により、

国内避難民が50万人増加、

250万人の避難民支援が急が

れる。日本政府に対ASEAN5

項目の履行を促すのみならず

時期を逃さず施策を打ち出すことを申し入れること

に加え、避難民のための支援が急務だ。今回はタイ

国境に逃れた避難民に対するトイレ支援にご協力を

お願いしたい。また急増している在日ミャンマー人

への応援もよろしくお願いします。

会費 月800円(年9,600円) (25才以下は年3,000円) ※入会金 500円

*会費の会計年度は毎年4月から翌年の3月です。半期毎に4.800円ずつご入金をお願いします。

*会費の中には機関紙代も含まれています。月初めに大阪AALAと日本AALAの機関紙を郵送いたします

Osaka
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